
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日光勤番に行った記録が残っていま

す。残念ながらシダレモミについての

記載はありませんが、ひょっとしたら

この時に寺方村にもたらされた可能性

もあります。幕末の動乱のなか、千人

同心は再び軍事的な職務に従事するよ

うになり、銀蔵も、青山や横浜の警衛

につきました。 

銀蔵は、千人同心としての顔に加え、

知識人としての顔も持っていました。

同じく千人同心だった父・倉之助は、自

宅で人々に和算を教えていました。明

治以降、亡父が残した算術書に興味を

持った銀蔵は、神田猿楽町「順天求合

社」にて数学者・福田理軒に算学を学

び、多摩に私塾を開きます。門人たち

は、明治 17 年(1884)、高幡不動に算額

を奉納しました。算額は現存しません

が、序文の草稿が残されています。 

銀蔵は民権家でもありました。自由

民権運動が盛り上がる中、明治 16 年

(1883)に和田村の柚木芳三郎とともに

自由党に加盟します。ここで林副重、

森久保作蔵、村野常右衛門らの民権家

たちと交流を持ちました。 

東寺方に今も残るシダレモミは、植

物としての珍しさはもちろん、幕末か

ら明治にかけて、常に先進的な知識を

取り入れ、多彩な活動をおこなった伊

野銀蔵の痕跡としても重要なものなの

です。 

参考：パルテノン多摩 2019『刀鍛冶と文明開化』、 

多摩市史編集委員会『多摩市史通史編２』 

 

前回は山神社の山岡鉄舟の幟(のぼ

り)をご紹介しましたが、山神社の氏子

さんたちが住む旧寺方村域（現・多摩

市東寺方）には、ひときわ背が高く、少

し不思議な枝ぶりのモミの木がありま

す。これは幕末に八王子千人同心とし

て日光勤番に行った伊野銀蔵が持ち帰

ったものと伝えられています。枝がし

だれる「シダレモミ」という珍しい種類

で、岐阜県中津川市の「垂洞(たるぼら)

のシダレモミ」は国指定天然記念物に

なっています。 

 このシダレモミを持ち帰った伊野銀

蔵とは、どのような人物だったのでし

ょうか。銀蔵もその一員だった「八王

子千人同心」について確認しましょう。

八王子千人同心とは、八王子に集住し

た幕府直属の同心集団のことです。江

戸時代初期には治安維持や国境警備を

命ぜられましたが、その後は、平時に

農業に従事する半士半農の立場とな

り、日光東照宮の警護（日光火の番）が

主な職務になりました。当初、千人同

心を構成したのは旧武田家家臣たちで

したが、後年には同心株の売買もおこ 

なわれ、豪農

などが千人同

心の地位を得

ました。多摩

市域では、寺

方村の伊野家

と落合村の小

山家が千人同

心でした。 

銀蔵は、元

治 元 ～ 2 年

(1864－65)に 

「砦山」は、唐木田駅の西方約 800m

に位置し、昔ここより西に 300m 程先

にあった「とりで山」の地名に由来して

います。 

「とりで山」には戦国時代、北条氏照

が築城した八王子城配下の烽火(のろ

し)中継所があったとされ、八王子城の

落城にまつわる秘話も語り伝えられて

います。1590 年(天正 18)、八王子城が

豊臣勢に攻められた際、八王子城の火

急を伝える烽火が上がったものの、「と

りで山」烽火台の番兵達は誰も気付か

ず、次の烽火台に伝わらなかったため

近郷の武士達の出陣が遅れ八王子城の

陥落を早めたという。 

この伝え話は、横倉鋭之助氏が『唐

木田物語第三巻』の中で「唐木田の隠し

砦」として、峰岸松三氏が『落合名所図

絵』の中で「かくし砦」として自ら作画

した絵と共に著しています。 

「かくし砦」の絵からも「とりで山」

は尾根の内でも切り立った高い所にあ

ったと推定されますが、「からきだの

道」の「砦山」も一番高い所にありま

す。それ故「砦山」からの眺めは絶景。 

ランドマ

ークとな

っている

ソメイヨ

シノの巨

樹の近く

が見晴ら

しスポッ

トです。

眼下に住

宅地、奥

には大妻 

 

学院キャンパスや民間企業施設などが

建ち並び、その向こうに霊峰「大山」を

含む丹沢山塊と、天気の良い日には

「富士山」の山頂が望めます。 

6 月末から 7 月初めにかけて「草花

園」から散策路に沿って続くアジサイ

の群生が見頃となります。近所の方が

丹精込めて育てられたアジサイですが

数年前に「からきだの道の会」が引き継

ぎ、現在 600 株ほどに増え、いつしか

「あじさい坂」と呼ぶようになりまし

た。翌年もきれいに咲かせるための花

後の手入れが欠かせませんが、初夏に

「唐木田･李久保グリーンクラブ」の

方々と一緒に行う“アジサイ剪定”は毎

年恒例となっています。 

昨年「からきだの道の会」は市の公園

緑地課と協議のうえ砦山再生計画をま

とめ、密生し景観を損ねていたマダケ

林の伐採とサイン(解説板)の更新を行

いました。今後、散策路に沿ってアジ

サイ群の更なる延長拡大、ヤマザクラ

などの植樹、府中カントリーとの境界

部にある万年塀へのヒメイタビカズラ

による壁面緑化等々、再生に向けた取

り組みを行う予定です。 

さて、梅雨の時期となりましたがカ

ラフルなアジサイの見頃でもありま

す。アジサイが雨に濡れてしっとり美

しく咲き誇る「あじさい坂」の風情ある

景観を味わった後、見晴らしスポット

より遠い昔に思いを馳せながら、のん

びりと眺望をお楽しみください。 

 

しょうぶかん 
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多摩市立唐木田コミュニティセンター 〒206-0034 多摩市鶴牧 6 丁目 14 番地 TEL: 042-338-6333  休館日：第 2・第 4 月曜日 

※唐木田図書館休館日：毎週月曜日、祝祭日 ※和カフェ：当分の間休業 

橋場万里子  多摩の歴史さんぽ（２７） 

 

伊野銀蔵のモミの木 

筆者紹介：橋場万里子(はしば まりこ) 
パルテノン多摩(公益財団法人多摩市文化
振興財団)学芸員。東京都立大学、東京医療
学院大学、大妻女子大学非常勤講師。 

「砦山」の言い伝えと見どころ 

近藤  眞澄  唐木田の原風景と出会え、散策が楽しめる緑地（３） 

筆者紹介：近藤眞澄(こんどう ますみ) 
「からきだの道の会」幹事。パルテノン 
多摩市民学芸員。IT 会社アドバイザー。 
唐木田在住。 

シダレモミ 2010 年 公益財団法人
多摩市文化振興財団撮影 「かくし砦」の絵（峰岸松三氏作画） 

 

グリーンライブセンター 



                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多摩ニュータウン×演劇プロジェクト第三弾 

      ～ 「わたしと たまの ものがたり」 ～ 

＜市制 50 周年記念事業＞ 

このまちをみんなで
歩いたり、調べたり
したことをもとに小
さな演劇作品をつく
り、発表します。 

☆活動期間：7 月～11 月(原則日曜) 10:00～12:30 

☆場 所：菖蒲館 2 階ホール、1 階ギャラリーほか 

☆対 象：小学４年生以上 15 名程度(先着順) 

☆参加費：市内在住・在勤/アテナ会員：8,000 円 

一般：10,000 円 25 歳以下：3,000 円 

☆講 師：柏木俊彦氏(ファシリテーター) 

☆申込み：～7 月 4 日 17:00 (定員なり次第締切) 

※詳細はパルテノン多摩ホームページをご参照ください。 

https://www.parthenon.or.jp/act/3795.html 

  TEL：042-375-1414 

☆主 催：多摩市 

☆主 管：パルテノン多摩共同事業体 

☆共 催：唐木田コミュニティセンター運営協議会 

  

ハロー From Shobukan からきだ菖蒲館広報紙 

次号は 8 月 22 日 発行予定 

 

  

 

 

 

 

日曜朝市 

地元産の新鮮な野菜が菖蒲館の広場に！ 

☆日 時：第 117 回 7 月 18 日(日) 9:00～11:00 

     第 118 回 8 月 15 日(日) 9:00～11:00 
毎月 1 回実施(原則第 3 日曜日)     

☆場 所：菖蒲館 玄関前広場 

☆販売品：地元産の野菜など 

☆主 催：日曜朝市実行委員会 

 
※問合せ・申込：☎042-338-6333(事務局)10:00 より 

 

花いっぱい運動でつくる“絆” 

みなさんのご協力で、駅前広場や菖蒲館は四季折々、

様々な草花でいっぱいです。お気軽にご参加下さい。 

☆日 時：7 月 17 日(土) 10:00～ 
     8 月 21 日(土) 10:00～ 

 

 

 

☆場 所：菖蒲館玄関前 

☆主 催：まちづくり部会 
※この活動は一般財団法人セブン-イレブン記念財団の助成を受けています 

 

菖蒲館からのお知らせ 

各イベントは新型コロナウイルスの感染状況に 

より中止にすることもあります。 

最新の情報は、電話、掲示板およびホームページ 

でご確認ください。 

来館時には手指の消毒とマスクの着用を。 

貸室使用時には十分な換気の確保と、 

使用後の消毒・清掃にご協力ください。 

菖蒲館ウォーキング 

 ～ ブルーベリー摘み ～ 

☆日 時：７月 28 日(水)、8 月 7 日(土) 

☆定 員：先着 20 名(各回とも) 

(受付：7 月 1 日(木)10:00～) 

☆参加費：100 円(保険代ほか)当日徴収 

☆場 所：町田市図師町の農園 

☆持ち物：タオル､飲み物､帽子､敷物、バス代など 

 

 

 

 

 
 
☆主 催：健康・スポーツ部会 

福祉なんでも相談会 

～ 福祉、介護、認知症ほか 気になる事、悩み事、 

     どなたでもご利用できる身近な相談窓口です ～ 

☆日 時： 7 月 20 日(火) 14:00～16:00 

      ※8 月は休みです。次回は９月 21 日(火)を予定 

☆場 所：1 階第１会議室 ☆参加費無料(直接会場へ) 

※相談員は社協・包括の職員｡相談内容は守られます 

☆主 催：福祉部会、多摩市社会福祉協議会 

     多摩センター地域包括支援センター 

菖蒲館 七夕飾り 

～ 願いを「短冊」に書いてみませんか ～ 

☆日 時：6 月 26 日(土)～7 月７日 
☆場 所：1 階ロビー 

七夕飾り用笹竹の無料配布（先着 30本） 

～ ご家庭でも七夕飾りを ～ 

☆日 時：6 月 26 日(土) 10:00～ 

☆場 所：菖蒲館 玄関前 

☆主 催：文化部会 

☆協 力：からきだの道の会 

からきだの道 遠望 からきだの道 砦山からの眺望 

唐木田コミュニティセンター 総会開催 

今年度の第 11 回定期総会は新型コロナウイルス感染

拡大防止のため昨年同様、書面審議により 6 月 16 日

(水)に令和 2 年度の事業報告及び決算報告、ならびに

令和 3 年度の議案が審議されます。（６月 10 日現在） 

参加者募集中 

 


